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会議名 

 開催日 

 出席者 

 《概要》 

１ 課題についての発表 

  おいらせ町についての問題点、町の将来についての希望等を、各委員から「課

題」として事前にペーパーで提出してもらい、一人３～５分程度で発表を行った。 

 

○ 複数の委員から出されたキーワード 

環境問題（ごみ、自然保護） 

情報の共有・開示 

郷土の伝統と芸能の保存・継承 

世代間・コミュニティー間の交流 

安全・安心のまち（道路、街灯・防犯灯の整備、防災･災害時の役割分担） 

行政と住民との関わり（イベント等における役割の見直し、職員のコミュニテ

ィー関連活動への参加） 

 

 

 ２ アンケートについて 

   コンサルからアンケートの最終案が示され、サンプルの収集方法についての検

討を行った。 

・ 毎戸配布の場合サンプルはトータルで５００ぐらいあるのが望ましい。階層・

世代を絞って収集する場合は、最低１階層１００～１５０ぐらい必要。 

・ 中学生用のアンケートについては、次回委員会までに改善点があれば事務局に

連絡する。 

・ 毎戸配布は地域によって高齢者世帯、子育てしている世帯、単身世帯など、バ
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ランスにばらつきが出る。地域バランスを考えるなら、世代を抽出してやっ

たほうがよい。 

 

３ 住民懇談会（案）について 

  住民の意見を吸い上げ、自治基本条例について住民から関心を持ってもらうこ

とを目的として、各町内会を単位として懇談会を開催したいとの提案が出された。 

 

【意見】 

・ 忘年会、新年会など、町内会で人が集まりやすい時期に合わせて行うのがよい。 

・ 小学校区単位での開催はどうか。 

・ 町内会にこだわらなくても、町の様々な活動団体にお知らせをすることが大事

だ。 

・ 住民の意見を聞くのは大事だが、今の時期でいいのかという問題もある。機運

が盛り上がってきてからの方が人は集まりやすいのではないか。 

・ 条例策定の作業の進み具合に応じて、その都度進捗状況を説明していくという

のもいいのではないか。 

・ 町内会に出向くことは賛成。ただ、何をどう説明するかが難しい。 

                 ↓ 

【結論】 

①１月の半ばまでに、アンケートを実施すること、自治基本条例をつくってい

るという最低限の情報をお知らせするために、委員が出向いていって話をする。 

 ②２月～３月でアンケートを実施する。 

③４月以降になると、町内会も各団体も総会の時期に入るので、総会に合わせ

て、再度委員が出向き、アンケートを元に意見の聞き取り、進捗状況の説明を

行っていく。 

 

※詳細については、次回委員会で更に検討する。 



 





 


